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書を好み､ r四書走切jのほかに､ r持志塾言1 2巻･ r蛮概J 6巻･r説文筆聾1














































































































































































これに績く､ 〔合掌切昔同好園〕では､ ｢古瑛切公｣ ･ ｢苦適切佳｣イ実現切菅｣ ･
｢特杭切堂｣と言う通常の反切例4例を園示し､これらは合掌反切では各々




























































































































































































目｣の所に掲出されていて､ ｢欺昔字母｣ (開口呼)には27字､ ｢意昔字母｣ (斉歯
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人有美的文章来晩明(帆/ll) ､(人声) ､く人声有尤) ､(四声通辞) ､(五声) ､(方音･)､く反切之始)､(蘇
北朝反培) ､く反切之名) ､(姪堅持法) ､(古皆音和) ､(演者)利く主音)等有美音勧学的本番｡法皇
所被引用的有隊第､方以智和頗炎武等人的有美文章,其中原炎武的文章的引用比較多,比如く反
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るものである｡例えば, ｢自給｣ bai2-gei3により｢北｣ bei3が, ｢宰狗｣






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次ぎに｢勧学篇｣ (供)については, 『障害』 ｢経籍志｣経部小学類に,
勧学一巻　察邑撰
とある.この｢勧学篇｣の侠文は『三国志』 ･ 『芸文類緊』 ･ 『太平御覧』等に見られるが,
侯康『補後漢書芸文志』経部小学類に,
康案,勧学篇皆以四字協韻為文,
とあり,学問の勧奨をその内容とし,型式は1句4字,そして2句ごとに押韻するもので
あったらしい｡
(24) 『明史』巻288 ｢文苑伝｣に伝がある｡
(25)民国10年『東莞県志』巻58 ｢人物略｣参照｡
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『古今韻会挙要小補』の刊行について(花登)
(26)謝･李『福建古代刻割第三章l明代福建刻書｣第二節｢明代建陽坊刻概況｣に･
余氏是建陽最大的刻苦世家,其刻苦之衆,刻苦数量之多都是其他家族難以与之相比
的｡
とある｡
(27) 『韻会小補』が当初家刻本として刊行されたことについては,李再叙に
周思皇見而謀日, --請先梓之以伝,使人人為校誤,人人為拾遺,何所不可,
また周引に,
手子謙之韻補,師芋具在,為梓於建陽,行之以侯博学考古者放鷺,
とあることから明らかである｡また,注(15)において, 『韻会小手削全書の巻末に全書
の葉数を記載した一葉のあることを示したが,これは刻苦を依頼した者に対し書韓がそ
の代金を請求する際の明細ではないかと思われるものであり,これも閥会小利が当初
家刻本として刊行されたことを示すひとつの証拠として挙げることが出来ると思われ
る｡土重民は『中国善本書提剰(上海古籍出版社, 1983)の『古今韻会挙要小補』の項
に,その根拠を示すことなく,
是書為周士頗令建陽時,属書林余彰徳､余象斗所同刻,
と述べ,また, ｢四庫全書存目叢割(荘厳文化事業有限公司, 1997)には北京大学図書館
蔵の『韻会小補』が収められていて,そこの冒頭に｢明寓暦三十四年周思顕刻本｣とある
が,いずれも序文を精読し,筆者と同様の考えを取るに至ったものであろうo
(28)人文研本の封面に｢本寧李太史公校輯韻会小補/書林余洞泉文台刻行｣とあり,山大本
の封面には｢李本寧先生/本衛蔵板/輯韻会小補｣とあるoこれらは,いずれも坊刻本とし
て売りに出されていたことを示すo山大本に｢本街蔵板｣とあるところから,版木はその
後譲られたであろうこと,人文研本の封面に二吉雄の名の見えるところから,二書韓に譲
られたものと判断される｡
(29)本論文は,平成14年5月18,19の両日,東北大学文教大講義室で開催された第4回｢東
ァジア出版文化の研究｣研究集会において口頭発表した内容に基づいているo当日,貴重
なご意見を賜った諸先生に感謝申し上げる｡
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